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１．益田市、高津川流域とは

高津川流域とは

益田市・津和野町・吉賀町

１市２町で構成
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１．益田市、高津川流域とは

4

(R6年6月末現在)

■圏域人口 55,341人
内訳
益 田 市 43,286 人
津和野町 6,459 人
吉 賀 町 5,596 人

■面 積 1,376.6㎢
内訳
益 田 市 733.2 ㎢
津和野町 307.1 ㎢
吉 賀 町 336.3 ㎢
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益田地区広域振興事業計画

地 形

歴 史文 化

産 業観 光
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２．地域の将来像

持続可能な地域社会を確立し、

地域住民が安全・安心かつ快適に暮らし、

誰もが住み続けたいと実感できる

地域づくりを目指します。

well-being

一人一人の多様な幸せな社会

持続可能な
地域社会

安全・安心
快適な暮らし

住み続けたい
実感できる地域
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３．これまでの取組み

○ 笹子トンネル天井板崩落事故［2012.12.2］

○ 「社会資本の維持管理・更新について当面講ずべき措置」
策定［2013.3.21］

○ 「インフラ長寿命化基本計画」策定［2013.11.29］

○ 「国土交通省インフラ長寿命化計画(行動計画)」策定
＜計画期間：H26～H32年度＞［2014.5.21］

○ 2013年を「社会資本メンテナンス元年」に位置付け

○ 「第2次国土交通省インフラ長寿命化計画(行動計画)」策定
＜計画期間：R3～R7年度＞［2022.6.18］

全国的に
メンテナンスに
舵を切る！
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３．これまでの取組み

○高度経済成長期以降に整
備し、老朽化した社会資本
の割合が加速度的に上昇

○ 技術系職員の減少、不足

○ 土木費の減少

（１）メンテナンスサイクルの確立

（２）施設の集約･再編等

（３）多様な契約方法の導入

（４）技術の継承･育成

（５）新技術の活用

（６）データの活用

（７）国民の理解と協力

全般的な課題 これまでの主な取組

・予防保全の効果の推計
・5か年加速化対策による予算措置 等

・集約・再編によるストックの適正化
・ガイドライン・マニュアルの整備 等

・地域維持型契約方式
・包括的民間委託などの民間活用 等

・資格制度の構築
・研修による人材育成 等

・新技術活用促進に向けた手引き
・新技術導入に要する予算を重点配分 等

・各分野でのデータベース整備
・国土交通データプラットフォーム 等

・インフラメンテナンス大賞
・インフラメンテナンス国民会議 等
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３．これまでの取組み

・新技術の取組み

・一括発注の取組み

・撤去、集約の取組み



UAV測量・点検 レーザートンネル
点検 遠隔臨場 水位計

監視システム 路面性状調査

直営 業務委託 直営 工事 実証試験

【従前】
業務委託にて点検車を用い
て実施
【導入後】
UAVを用いて直営にて点検

【従前】
近接目視にて、点検車に乗
り人力で打診。
【導入後】
連続写真とレーザー測定に
より観測し、AI解析により
図面化を自動で実施

【従前】
写真にて現場確認を実施
【導入後】
ドローンの映像をリアルタ
イムで確認（ZOOM）

【従前】
現地確認にて、ポンプ稼働
やバルーンの作業状況を確
認
【導入後】
システムにてリアルタイム
監視・メールでの異常通知

【従前】
業務委託にて専用車両を用い
て実施
【導入後】
調査データを基に、直営での
修繕計画を作成

【効果】
直営点検によるコスト抑制
道路規制期間の短縮による
住民の負担軽減（3,000千円
コスト削減）

【効果】
点検作業の効率化によるコ
スト抑制
道路規制期間の短縮による
住民の負担軽減（4,500千円
コスト削減）

【効果】
安全性の向上はもとより、
現場状況の正確な報告が可
能となり、災害査定が円滑
に行われた。

【効果】
監視・通知機能により、よ
り迅速な対応ができるよう
になった。

【効果】
現在、ＵＩ（ユーザー画面）
も仕上がり、データ評価の検
証中。



熱赤外線
空洞調査

ソーラー型
ネットワーク
カメラシステム

電子黒板

業務委託 工事 工事

【従前】
コアを抜いて空洞調査を実施
【導入後】
熱赤外線の温度差において空
洞を推定

【従前】
実際に現地確認を実施
【導入後】
遠隔にて、現場の天候状況、
現場状況、作業状況をスマホ
やタブレットにて確認

【従前】
黒板を用いて写真に記録を実
施
【導入後】
電子黒板にて撮影機材と連動
し記録することができる。

【効果】
高所作業が無くなり安全性の
向上、広範囲の推定が容易に
できる。（1,000千円コスト
削減）

【効果】
現場に行かなくても現地確認
できることから、休日のパト
ロール等効率化が図れる。

【効果】
工事業者の内業の軽減が図れ
る。また、現地での作業人数
を減らすことができる。

LiDAR測量 国民会議
実証試験

直営 実証試験

【従前】
補修箇所の抽出に、コンベッ
クス等にて計測していた。
【導入後】
３Dモデル上にて補修箇所の
数量を確認でき、発注図面の
作成ができる。

【従前】
橋梁点検車にて点検を実施し
調書を作成していた。
【導入後】
UAVとAI解析にて点検及び調
書作成までが自動化される。

【効果】
補修設計を業務委託すること
なく、直営設計とした。発注
準備の効率化が図れた。
（3,000千円のコスト削減）

【効果】
UAVにて生成された点群
データの補正等に時間を要し
ていることから、今後の課題
として現在、検証中。



３Dレーザー測量 ３Dレーザー測量

業務委託 業務委託

【従前】
トランシット等の測量機器に
て実施
【導入後】
ドローンと赤外線レーザを用
いて実施

【従前】
２D図面にて補修箇所を図示
【導入後】
３Dモデルにて補修箇所を明
示

【効果】
斜面上での作業がなく、安全
性の向上が図れた。また、現
場作業時間の短縮に繋がった。

【効果】
複雑な構造において、補修箇
所の確認が容易となり、作業
効率化が図れた。また、地元
説明等の資料が向上した。

３D走行
シミュレーション

ＧＩＳ
庁内型・公開型 市民投稿システム

直営 業務委託 業務委託

【従前】
２D図面（平面図・縦断図・
横断図）にて作図
【導入後】
３Dモデルにて地元・関係機
関協議資料を作成

【従前】
紙媒体を主にした台帳にて管
理してきた。
【導入後】
一部の調書について、電子化
と場所について電子地図にて
表示

【従前】
電話・対面にて要望を受け付
け、対応状況を後日連絡
【導入後】
遠隔にて、現場の天候状況、
現場状況、作業状況をスマホ
やタブレットにて確認

【効果】
走行シミュレーションもでき
ることから、説明資料がより
具現化でき地元等の理解度が
増し手戻り解消となった。

【効果】
内部作業の効率化はもとより、
市民への情報提供をすること
によりサービスの向上が図れ
る。

【効果】
位置図と写真が連動すること
から行き違いが軽減されより
サービスが向上する。
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３．これまでの取組み

【市町連携】三坂八郎トンネル点検
益田市と津和野町

益田市と津和野町の境にある林道トンネルに
おいて、協定を締結し、点検業務委託を益田
市にて一括発注を実施。

【効果】
１業務あたりのトンネル延長が伸びることから新技術の導入が可能となった。



高津川流域の「群マネ」

益田市 建設部 土木課

３．これまでの取組み

【町町連携】唐人屋トンネル修繕設計工事
吉賀町と津和野町

吉賀町と津和野町の境にある市道ト
ンネルにおいて、協定を締結し、点
検・設計・修繕工事の一連の事業を
吉賀町にて一括発注を実施。

【効果】
事業全体の事務処理を軽減させ、少人数の職員での対応を可能とした。発注者側の省力化に繋がっており、技術職
員の不足を補った。
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３．これまでの取組み
「技術力」の群を束ねる

技術者連携
益田市・津和野町・吉賀町
で勉強会を実施
益田市：UAV橋梁点検
（３Dモデル作成）

津和野町：既設橋梁の取り壊し
（ダイヤモンドカッター）

吉賀町：小規模吊り橋の補修

益田市・津和野町にて
一括発注したトンネル
点検にて新技術を導入
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３．これまでの取組み

・平成３０年７月 ～ 令和７年１１月

Ⅳ判定になった平川橋撤去に関して、関係者の合意形成を図り、
撤去について承諾を得る

・令和７年１１月３０日

撤去開始に先立ち、現地にて地元及び工事関係者参集のもと、
平川橋解体清祓（きよはらえ）式を実施

・令和７年１２月

本格的に平川橋の解体撤去工事に着手

撤去・集約
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３．これまでの取組み

しかし、基礎自治体では、財源不足・人材不足

これから、緊迫する財源の中、危機的な状況

「新技術の導入」「集約・撤去」等に取り組むも

「依然として予防保全ではなく、

事後保全型のメンテナンスとなっている！」
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３．これまでの取組み

問 題

津和野町 吉 賀 町

益 田 市

地元地域に建設コンサルタントがい
ない。土木系職員がいない。

技術の継承をする組織体制の
構築が困難である。

管理施設が少なく、スケールメリットが小さく費用対効果が見込めない。

発注者・受注者とも人材確保が難しく今後のインフラを継続的

に維持していくことに不安

危 機 感

それでも問題があり、不安でしかない！
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３．これまでの取組み

・基礎自治体の多くが財政健全化に取組んでおり、

予防保全へ転換する予算が組めない
・新技術の導入を検討するも、管理施設数が少なく

費用対効果が見込めない
・専門知識を有する土木職員を継続的に配置できるか不安

・地元企業がなく、準県内企業が継続的に受注して

くれるか不安

・発注者も受注者も人材確保が継続的にできるか不安
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３．これまでの取組み

新技術の活用
コスト抑制するには

人材・財源を確保するには

管理数を増やして
スケールメリット増

撤去、集約し管理数を
減らす

相反することを
しなければならない！
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４．高津川流域の「群マネ」始動！

インフラメンテナンス第２フェーズに向けた提言
（社整審・交整審技術分科会 技術部会）
『総力戦で取り組むべき次世代の「地域インフラ群再生戦
略マネジメント」～インフラメンテナンス第２フェーズへ～』
[2022.12.2]
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４．高津川流域の「群マネ」始動！
高度経済成長

首都圏では人口増

あわせて

インフラも増

２０００年以降

人口が減少
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４．高津川流域の「群マネ」始動！

中国地方は、

広島県・岡山県

のみ人口増加

島根は、

高度経済成長期

にも人口減少

首都圏への流出
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４．高津川流域の「群マネ」始動！

豊かな国民生活を送る上でインフラメンテナンスは
国民一人ひとりにとって重要なもの。
よって、インフラメンテナンスに社会全体で取り組む

パラダイムの転換が必要
そこで、

広域的・戦略的

インフラマネジメント
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４．高津川流域の「群マネ」始動！

具体的な課題解決方法
個別施設のメンテナンスだけでなく、発展させ

た考え方のもと、インフラ施設の必要な機能・性
能を維持する方法を確立する。

発展させた考え方
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４．高津川流域の「群マネ」始動！

など

群マネ
新技術の
活用

デジタルデータ
の利活用

国民参加
パートナーシップ

地域インフラ群再生戦略マネジメント
複数・広域・多分野のインフラを「群」として捉え、総合的かつ多角
的な視点から戦略的に地域のインフラをマネジメントする取組み

施設の集約
・再編等

多様な契約方法
の導入

26
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４．高津川流域の「群マネ」始動！
地域インフラ群再生戦略マネジメント
広域連携・多分野横断・複数での包括的民間委託

広域連携

益田市

吉賀町津和野町

多分野横断

市道
町道

林道農道
複 数

橋梁

トンネル
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４．これからのインフラメンテナンス 「群マネ」

「技術力」の群を束ねる
技術者連携
益田地区測量設計業協会とセミナー
（勉強会・意見交換会）を開催

令和６年 ８月

益田地域インフラ群再
生戦略マネジメント

推進会議

広域的・多分野横断・
包括的民間委託

セミナー 開催（セミ
ナー後、市場調査を実施
）

令和６年１０月

益田地域インフ
ラ群再生戦略

マネジメント推
進会議

「技術力の群」
セミナー 開催
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４．これからのインフラメンテナンス 「群マネ」
令和６年 ８月

益田地区測量設計業協会に市場調査

令和６年１０月

益田地域インフラ群再生戦略マネジメント推進会議

令和６年１２月

実施計画 策定

令和７年 ７月

益田市・津和野町・吉賀町 連携協定 締結

令和７年 ８月

サウンディング調査 実施

令和７年１１月

入札告示中

令和７年１２月

共同企業体と契約
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４．これからのインフラメンテナンス 「群マネ」

インフラマネジメントの
時代転換
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４．これからのインフラメンテナンス 「群マネ」

発 注 者：益田市

受 注 者：高津川流域橋梁点検業務共同企業体

益田地区測量設計業協会 ４社

業務数量：益田市・津和野町・吉賀町地内全域

市道・町道・林道の橋梁点検 ６８橋

スモールスタートにて着手、今年度末に完了予定

完了後は、来年度に向けて再度、サウンディング調査を予定



高津川流域の「群マネ」

益田市 建設部 土木課

５．今後の展望 メンテナンスからマネジメントへ

八潮市における道路陥没事故を受けて、新たな提言がなされたとこ
ろです。
下水道等に起因する大規模な道路陥没事故を踏まえた対策検討委員会（第３次提言）

信頼されるインフラのためのマネジメントの戦略的転換

Ⅰ：２つの『メリハリ』と２つの『見える化』による

下水道管路マネジメントの転換

Ⅱ：新たなインフラマネジメントに向けた５つの道すじ
令和7年12月1日
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マネジ
メント
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評価

実行メンテ
ナンス

診断

措置

記録

点検

２サイクルのシステム化

長寿命化修繕計画・個別施設計画の改定

アセットマネジメント⇒効率化・高度化

群マネ
メンテナンスサイクル

マネジメントサイクル
アセットマネジメント機能評価基準

〇統合的『マネジメント』体制の構築
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改善

評価実行

計画

メンテサイクル
との連動

インフラ
マネジメント
システム

補修計画
シミュレーション

劣化予測

予算の平準化

検討委員会

損傷分析

補修工法分析
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マルコフ理論を用いたミクロ分析による劣化シミュレー
ション研究を進める大阪大学と包括連携協定を締結

アセット
マネジメント

高度な劣化予測 ミクロ分析

大阪大学の「サステイナブル・インフラ研究センター」
では、スマートインフラの社会実装を推進

地域課題に対する理論的・技術的支援 EBPM
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〇２つの『見える化』の徹底

地域の将来像 地域の現実≠

地域の抱える課題

エビデンスのある解決方法
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大阪大学大学院工学研究科
サステイナブル・インフラ研究センター

高津川流域データ連携基盤

益田市フィールド提供
（市の保有する基礎データ）

カヤバ株式会社
基盤技術研究所 情報技術研究室

八千代エンジニヤリング株式会社
技術管理本部 DX推進室

５．今後の展望 メンテナンスからマネジメントへ
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地域課題：インフラの老朽化、公共交通、地域振興、教育 等

新たな社会の基礎となる

「未来インフラ」

well-being

一人一人の多様な幸せな社会

持続可能な
地域社会

安全・安心
快適な暮らし

住み続けたい
実感できる地域
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予防保全型への転換 そして、Society 5.0へ

メンテナンス
サイクル

マネジメント
サイクル

スマートインフラマネジメント

アセット
マネジメント

予防保全型

Society 5.0

群マネ・広域連携

戦略的イノベーション創造プログラム

社会実装
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「人の群マネ」

⇒ 令和８年５月１４日 ＠東京
インフラメンテナンス市区町村長会議 全国大会

令和８年１０月８日 ＠周南市
インフラメンテナンス市区町村長会議
中国ブロック会議 総会

※土木学会と協定締結しています。

〇改革推進のための『モーメンタム』
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ご清聴ありがとうございました。

お問い合わせは、益田市 建設部 土木課まで
よろしくお願いいたします。

益田市 建設部 土木課

〒６９８－８６５０

住所: 島根県益田市常盤町１番１号

TEL: 0856-31-0363  FAX: 0856-22-2299

Mail: doboku@city.masuda.lg.jp
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